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1.科技庁資本キと米,(■館資料とを,1み較べて」Lる と

(a)米国の議1明はよく刊るし,を、処もついている3

但 し,日 本側′F物的証拠を与えていない責任者の証言のみであるo

け
―
科技庁のは幾フかの(1〕用意不充分 佃)証ⅢL不充分 〔l)打 合せ不t分

‐ 等が兄られ,その結果,左翼■■)il■lの強威した共デ|と も言え′な′塀囲気に

巻込まれる結果になつたと思、えるo          .

2.じっくり考え直して見ると

何故「国民に不安を与える様に報道されたかJ?不患議 で
,あ り,

原因も挙げられるが,更に各お1の論理の飛澤を直ちに打破手なかつ

庁11の状態こを一本りbi題で「,■ た二́ご́‐■ .́

_そし姜つかを下弄:こ「肇ラ「曾~‐    1:準
「 1あ裏墓t4ご絶農そ|

1ヂ∵tili発計‐
集状騨走植1詩薔桂曳み放射懸障馨■議

・      魚がこはい等)                   ・

|    ′これ等は無智なるが為の放射線恐怖症に1■因する∫
｀ヽ
、

°
  知つてか知ら j́・か全 :■iの各丼氏力:こ オ■|こ |卜1#墨 じレt  /́ ‐

(b)異状澳1定位と票活つ安全I(1ま とんど■4=な いことが辛i道 さ了し■デ■́ケ■)

(■ 1 ザt口側〇不信行為(3様に千島 :二 |じ芭さFし たが,´ズ11子は[]上書,■反とtil吾
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っていない t(iご味,解 rミが確蒻 liし

(iヽ容Atに 1■ ,日 米のギ
1‐

合せ
'fi足

の様である。)

は)生物に於ける難縮現数を誇大宣伝さんたo.

―    う.その原t/t4のほとんど全部が科ちオ支争げ14則にあると思える。私見を述ヽれば

その遠因は「極めて専Fl的検討句必要とする事丁1を特定小数の専門家の意見

のみに頼つて,経ttの少い局員の直接責任で処理されたことにある」夕」えば

マ
      次の各項の明確化を充分にしてt/2カlかつた。・

具体的には(1)口 上書の解をくの不り]確 さ その責任の在り処

'             ″ の違反に対する監視σ意味と目的

(2)モ ニ升一の1目 的とモニター機器の選定,■ ニユエルの確立


